
【成果】
　語言センターのカリキュラムにおいて、第二外国語で一番人気が高い。第二外国語には他の言語（ドイツ語、フランス語、スペイン語、韓国語）を含め、46クラス開講しているが、そのうち、日本語のクラスは25クラスで、毎学期、約1,000人の学生が履修している。レベルは10に分けて、卒業するまでに、日常会話ができるまでのカリキュラムを設計し、設置している。
　また、課外活動として、「浴衣体験」「挿花体験」等のイベントを通して、日本文化の理解を深めている。毎年、開催している朗読コンテストは参加者が増え、約100人の学生が参加し、日本語朗読を通じて、日本語接触のチャンスを設け、日本語の音を楽しみ、日本語に関心、親しみを持つ機会になっている。
　日本語スタディグループは日本語学習だけではなく、チーム運営、コンテストの企画･運営など、マネージメント力をつけている。特に、日本でトレーニングを受けた学生は、国際交流を積極的に行い、異文化能力をつけている。
日本語競技イベントに積極的に参加し、いい成績を残すことができている。特に、日本語ディベート選手権においては、4年連続全国優勝をして、他大学の日本語教育関係者から注目されている。
【課程設計】
實踐方法
	教學方法說明：
我在語言教學方面具體實踐的事情如下：

1 延續學生的學習興趣

2 明確訂定目標，提供學生可以自我學習的環境

3 提供學生展現學習成效的機會

4 提供學生思考的機會

具體說明如下：

1 延續學生的學習興趣

我從學生的問卷調查中瞭解到多數學生對日本次文化相當有興趣，因此我在容易流於單調、形式化的語言練習中，導入日本次文化的介紹，或是請學生探討日本人與台灣人間的行為差異，此外，也儘量會在教材中導入日本動漫的主角，引起學生的學習興趣。

另外，除了教科書外，有時也會全班一起討論話題事件，或是符合季節的主題，請學生表達自己的感想或看法。

2 明確訂定目標，提供學生可以自我學習的環境

每次上課時我都會製作投影片，明確地說明學習目標，思考讓學生也能自我學習的練習活動，下課後會將投影片提供給全體學生，讓學生可以輕鬆地自行複習。此外，我也鼓勵並協助、訓練學生參加各種課外活動、全國比賽。

我也提供Japanese table的時間，讓想說日語的學生能來此園地輕鬆地以日文交談。

3 提供學生展現學習成效的機會

我認為展現自我學習成果時就能感受到成就感，同時也能產生新的學習意願，因此，在每堂課中我一定都會設計導入活動，讓學生藉著用日文達成活動目標，享受成就感。此外，我也藉著鼓勵學生參加校內朗讀比賽或校外比賽，讓他們實際體驗運用所學的快樂。

4 提供學生思考的機會

我現在利用每週1天的夜晚時間，與學生一起組成讀書會，進行討論。討論的題目有社會問題或周遭的話題，讓他們練習以日文思考、敘述出平時不常思考的問題，另外，也讓他們閱讀日文報紙或書籍，練習針對內容討論或表達自己的意見。

今年在教育部的協助下我們接下了日語辯論營的主辦工作，這是以日文思考以日文表達意見的練習機會，這次活動不僅是高水準日語能力的呈現，同時也是滿足學生們求知欲的一個好機會。


具体的に

	A. 担当授業について

B. コンテスト出場について

C. 「Japanese study group （チームたけのこ）」について


A：担当授業の「目標」について

	外国語として日本語を学習するの意義は2つの側面があると考えている。一つ目は日本語学習を通して新たな世界観、価値観、文化に触れるという「教養的」側面である。二つ目は、日本語を道具として使用する「実用的」側面である。

　現在、台湾では、「英語」が第一外国語で、実用的側面としての教育を提供している。また、大学では44の大学に日本語を専門に学ぶ学科が設置されている。このような環境を踏まえ、交通大學での日本語教育は、「教養的」側面、特に、「異文化能力（intercultural competence）」を意識して授業デザインをしている。

・わかりやすい日本語を使い、日本語を効率よく楽しく学ぶための教室活動を提供する。毎回の授業では、50～100枚のスライドを準備しパワーポイントで、効率よく練習できるように工夫している。授業の目標は、日本語の知識を増やすだけではなく、日本語で何ができるか、「Can do」の形で示し、この過程を終了したとき、授業が終了したときには、何ができているか、ということを学生と共有し、インプット作業、アウトプット作業をしている。
・評価では、筆記試験だけではなく、口頭表現能力をルーブリック評価表で学生に示し、学習の到達点を共有し、目標を明確にできるよう工夫している。
・多様化する国際社会の中にあって、相互理解のための有能な才能の育成をはかる。
・日本語教育を通して国際交流をはかり、国際親善の一翼を担う。


B：コンテスト出場について

	・新しいことにチャレンジする人材養成

・課題達成する能力の養成

・目標設定の機会提供

・日本語にたくさん触れるための機会提供

・新しい知識獲得

・マネージメント力の養成


　台湾では、日本語教育が盛んで、様々なコンテストが開催されている。第二外国語として日本語を学習している学生にはコンテスト参加のハードルは決して低くない。しかし、当校の学生たちは、毎年、それぞれの日本語力に合わせて、さまざまなコンテストに出場し、いい結果を残している。
　出場に際し、日本語能力の訓練だけでなく、学習成果の場としてだけではなく、「主体的に目標設定し、計画を立てて実行する能力（社会人基礎力）」の訓練も意識している。出場を躊躇していた学生もコンテスト参加という目標が明確になり、積極的に取り組むようになっている。また、コンテスト出場を経験したことで、達成感を得て、日本語学習のモチベーションアップにもなり、日本語学習への継続につながっている。また、経験者が後輩へ指導するという伝統も確立しつつある。指導すること、協働作業を通じて、リーダーシップが取れる人材になっている。

私が交通大學に着任した2008年より、毎年、全国大会に出場し、素晴らしい成績を収めている。指導するにあたって、土曜日、日曜日、或いは平日の夜を利用して、行っている。また、他校のチームと練習試合を行い、切磋琢磨している。このように第二外国語として日本語を学習している学生が全国大会で評価されることは、私たちが初めてであると自負している。このような学生たちの活躍が当校の学生だけではなく、他校の第二外国語学習者、そして、他校の日本語専攻の学生たちにも刺激を与えている。交通大學の学生が日本語コンテストに出場する取り組みは、台湾の日本語教育界に影響を与えている。私たちの活動が私たち自身を高めることだけではなく、結果、台湾の日本語教育に貢献してることになったことは非常に嬉しいことである。

C: 「Japanese study group （チームたけのこ）」について

　第二外国語として語言中心が提供している日本語カリキュラムは初級の域を出ない。しかし、かなりの日本語力を持っている学生もいる。そこで、そのような学生に日本語学習の場を提供するために、日本語スタディグループを設立することにした。

　2008年に着任したときには、「日本語テーブル」に来ていた学生を中心に、3，4人で始まった日本語スタディグループは現在、40名ほどになった。また、このグループは「チームたけのこ」として、日本語学習だけではなく、語言中心主催の日本語コンテストの執行団体を請け負い、プロジェクトワークとしての活動も行っている。その目的は、「コンテストの成功という目標を設定し、そのための計画を立てて、チームワーク、リーダーシップなど、さまざまな能力を駆使し、トレーニングすることである。」

　毎年10月に「交通大學日本語朗読コンテスト」を執行委員会を招集して、宣伝から全てのことを担っている。2016年には参加者が90名を超え、大盛況であった。また、コンテストだけではなく、「日本語ディベートで国際交流」も執行委員会を招集して、広報から全ての運営を行っている。これは、日本から講師を招き、日本人大学生も参加し、4日間のプログラムで行う大規模な活動である。日本との連絡やコミュニケーションはそれまで学習した日本語を使うことによって、日本語学習のアウトプットの機会になる。そして、運営委員会はマネージメント力だけではなく、日本の文化や習慣を知る機会になっている。事前に、日本人との接し方や、日本の習慣を学習し、海外からのお客さんへのおもてなしの方法を討論している。
準備段階では、日本人の生活習慣などを加味し、台湾で気持ちよく過ごしてもらうためにはどうしたらよいか？ということをみんなで、アイディアを出しながら、プログラムを作成している。その際、異文化である、日本文化だけでなく、台湾の文化を内省し、自国の文化に対しても、学ぶ機会にしている。4日間、日本語の訓練とディベート技術を学び、日本人と一緒に活動することで、異文化体験を経験できるたいへん貴重な活動である。
他校の学生も関心を持っている活動で、今年は5校の学生が参加し、日本人だけでなく、日本語を学習している他校学生との交流もできるよう、運営の方法を考え、企画力の養成にも貢献している。

　このように、元々は、日本語訓練の場であった、日本語スタディグループが、組織化し、チームを運営していくだけでなく、さまざまな活動を運営を経験することで、それぞれが成長し、切磋琢磨している。この活動を通じて、違う学科の学生たちが知り合い、友情を深め、助け合いながら、コンテスト出場を目標にし、お互いが高めあう、貴重な機会になっている。授業ではない、課外活動ならではの難しさもあるが、授業ではない強みを活かし、交通大學の日本語教育に寄与できるよう、継続し、更に充実したグループを目指したい。

· ラーニングピラミッドについて　
　先に挙げた、「担当授業」「コンテスト出場」「Japanese study group （チームたけのこ）」に関する、指導は、常にラーニングピラミッドを意識している。
授業の教授項目の定着率をあげるためには、インプット作業だけではなく、「グループディスカッション」「練習」「他の人に教える」というアウトプット作業を入れる。つまり、主体的・能動的に学習に取り組んでもらうために、アクティブラーニングを意識している。
　日本語スタディグループでは、コンテスト出場をによって、練習の機会を必然的に作っている。また、読書会、日本語テーブルでは、メンバーが順番に教える側に回り、日本語学習を深めている。
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指導學生成效之自我陳述
日本語の知識を増やすだけではなく、日本語で何ができるか、「Can do」の形で示し、この授業が終了したときには、何ができているか、ということを学生と共有し、それに向けて、インプット作業、練習をしている。クラスサイズが大きい（1クラス50人前後）ので、説明はパワーポイントを使っている。毎回、50枚ぐらいのスライドを作成している。授業中は練習時間をできるだけ多く使いたいので、ノートを取る時間は最小限にし、授業終了後は、e3を使って、スライドを提供し、復習できるようにしている。また、実際の使用場面がイメージできるよう、動画を作成している。場面例は、学生に協力を依頼し、学生の身近で実際の場面を分かりやすく提示している。
一つ例を出して説明する。
学習目標：日本語で事象を描写しながら、説明をすることができる
文型：～ています
授業の手順
1. 教授項目の提示（描写することができる） 

2. 授業項目を使った場面の提示（自作動画） 

3. 文型の提示、解説 

4. 「て形」（動詞の変化の説明） 

5. 「て形」のドリル練習 

6. 絵を提示しながら、文型のコーラス 

7. インフォメーションギャップを使ったペアワーク 

8. ロールプレイ 

9. 課題（動画作成） 

（導入の方法）動画で教授項目の使用場面を示す
　　　　　　　パワーポイントを使って、語彙の導入
　　　　　　動詞の「て形」への変換方法を提示
（ドリル練習）動詞の変換を練習（理解できているか確認）
　　　　　　絵を見ながら、文型をいう練習
　　　　　　ペアワーク（information gap sheetを使って2人1組で練習）
（応用練習）実際に自分が描写したいことを日本語で表現する
（確認作業）中間試験の課題として、動画を作成する
　　　　　　ルーブリック（学習到達状況を評価するための評価基準表）を学生に示し、それにそって、評価する。
【自作動画の例】
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　日本語スタディグループ（チームたけのこ）は、課外時間を利用して、指導している。具体的に、3つに分けて説明する。
1、日本語学習
2、マネージメント教育
3、コンテスト出場
1、日本語学習
毎週、水曜日の夜に、2時間、日本語学習をしている。学習のトピックは多岐に亘っている。例えば、最近の社会情勢を反映したニュースをトピックにして、日本語で、自分の考えを言ったり、他の人の意見を聞いて、議論を深める練習。或いは、ロールプレイやゲームを取り入れながら、日本語学習の初心者にも、興味を持ちやすいよう工夫している。また、日本語能力の高い学生が指導担当になり、勉強会を運営している。切磋琢磨している。
2、マネージメント教育
　年間を通じて、「日本語朗読コンテスト」、「日本語ディベートで国際交流」、「日本語道場」を運営して、学内を中心に日本語教育の普及活動を行なっている。これらの運営を日本語スタディグループ（チームたけのこ）が担い、活動の企画、執行を通して、21世紀スキルの思考力、コミュニケーション力、チームワーク力をトレーニングしている。
　まずは、リーダーを中心に活動の目標を設定し、スタッフと共有する。目標達成するためのタイムスケジュールを組み、スタッフと作業を分担する。進捗状況を報告しながら、タイムスケジュールを組み直したり、作業の分担、方法を調整する。問題が発生したときに、どのように解決していくか等、ほとんどの学生が経験がなく、戸惑うことが多いが、経験を経て、成長していることができる。
[image: image3.jpg]OE R0 : HRMERY "211HICREE BHEE?
[ma T sotmse [ Gews |

BB O TAEH MM H R
e IR B - s e
Rk | QIR - FERR ELERE | RHER R - U RENE
EFESERE  HraEnE
@BESR  HABM (Meta-cognition) | NERREEIEES
@i @UEIEEHE B 20 - thst
Thpw R eSS F RS
OmEATE ne
ORiNFR @RS HAF AT -
e HEYE IR - MR
QEMBGENIE (ICT) Zit SR -
@t R A ARER ermins . AunzEm:
S Ay 2
BEARR | QNERBENE e e
OB EMNAREAE

iR * ACT21s "The Assessment and Teaching of 21st-Century Skills ;

WS FREER - FRRAHER T211 ok

 BRBAFHLURINE T RARE - WhAE
BERE « BRI RERIRT RHIEED




3、日本語コンテスト指導
　スタディグループ（チームたけのこ）のメンバーには、日本語競技イベント、コンテスト参加を推奨している。主な理由は、①日本語学習の成果発表の場にすること。②日本語学習の目標を設定すること。③他の日本語学習者と交流をすること、である。指導時間は、土曜日、日曜日、平日の夜を使って、行なっている。指導期間はコンテストの種類や、予選、決勝と2回に亘っているものなどがあり、運営・開催の形式などで変わるが、短いものなら、3週間程度、ディベートのように、特殊なコンテストの場合は3ヶ月以上かかる。
指導方法を主なコンテストを取り出し、種類別に記す。
· アフレココンテスト/歌唱コンテスト
　日本語学習入門の学生に推薦している。一番、難易度が低いコンテストであるが、コンテスト出場によって、達成感を得て、日本、日本語に関心を持ち、日本語学習の動機アップを期待している。多くの学生は、日本のポップカルチャーに関心を持っているため、そして、チームを組んで参加できるため、他の日本語競技イベントに比べて、出場のハードルが低い。
主催側から、テーマ、作品に制限がない場合は、学生自身の興味を優先させ、自分で再現してみたい、作品を選んでもらう。アフレコの場合、作品を見ながら、音を聞き取って、文字起こしをし、台本を完成させる。その後、作品の意味を確認し、発音の練習を始める。音がアニメーションに乗せられるようになったら、発音、アクセントのチェックをする。特に、促音や長音、濁音の指導が必要である。多くの場合、中級以上の学生をメンバーに入れ、指導の役割も担ってもらう。
　初めて、正式な日本語競技イベント出場する学生が多く、作品を完成させるまでの、スケジュール管理や終了後の反省会など、戸惑うことも多い。しかし、これら、日本語競技イベントの一連の流れを通して、日本語能力プラス社会人基礎力も培っている。
· 朗読コンテスト
　作品を読み込み、意味を確認する。校内の日本語朗読コンテストの場合、日本語競技イベントに初めて参加する学生が多い。日本語を発音することを楽しむということを主眼において、現時点の日本語能力で最高のパフォーマンスができることを目標にしている。
音声ファイルを作成し、正確に発音、アクセントができるように練習する。
学生には、シャドーイングの手法を勧めている。流暢に読めるようになったら、次に、どのように表現をしたら、聴衆に伝わるかを討論する。ビデオに撮り、学生自身に内省させる。また、勉強会の時間や授業の時にパフォーマンスをして、お互いにアドバイスをし合ったりしている。
· 紙芝居コンテスト
　題材を選ぶために、たくさんの課題作品を学生たちと一緒に読み込む。日本の作品なら、その背景にある文化、習慣を、その他の国の作品なら、その背景にある文化、習慣を考えたり、討論したりしながら、作品を鑑賞する。その後、自分たちの興味とキャラクターに合う作品を選ぶ。そして、制限時間内に物語をわかりやすく、表現できるように組み立てる。次に、聴衆に伝わりやすくするための絵の割り振りを討論する。音声ファイルを作成し、発音、アクセントの指導をする。流暢に発音できるようになったら、表現力、演技力を付け加えていく。パフォーマンスをビデオに撮り、内省し、調整する。
· スピーチコンテスト
　テーマが与えられている場合には、それについて、知識を深めるため、討論したり、疑問を列挙したりしながら、テーマの核心に近づけていく。そのあと、スピーチ原稿を作成していく。たいていの学生は母語でもスピーチ原稿を作成した経験がないため、以下のことを伝えている。
	内容について
· 言いたいことがはっきりしているか
　テーマ、主張、伝えたいことは何か？
· わかりやすいか
　易しい語彙、構成
· ユーモアがあるか
　聴衆が笑える部分を、あなたの経験など
· 共感できるか
　説得力があるか？
· 魅力のある内容か
　みんなの前で話すべき価値のある　内容か？
· 大学生らしいか
　社会問題や知的な主張があるか？問題解決案或いは問題提議？
構成について
序論　⇒　本論　⇒　結論
序論では・・・
今まで感動したことや、変だと思ったり疑問に感じたりしたことはありますか？他の人に伝えたい（伝える価値のある）自分の体験はありますか？何について話そうと思っていますか？
本論では・・・
一番言いたいことを効果的に言うために、どんな材料がありますか？
・自分自身の体験
・他の人の体験
・読んだこと、聞いたこと
・比喩
・比較
結論では・・・
もう一度、意見を整理し、強調しましょう。解決案や聞き手に対する提案がありますか？


　スピーチ原稿の作成ができたら、発音、アクセントなどの練習をし、最終段階では、表現の仕方や間のおき方を討論する。常に、聴衆が理解しやすいかを念頭におき、練習をし、パフォーマンスをつくっている。
質疑応答がコンテストに組み込まれている場合には、パフォーマンスの練習だけではなく、質疑を予想し、答え方を練習している。学生と予想問題を作成し、答え方を練習する。
　
· ディベート
　一番、時間を要するのが、ディベートである。他の日本語競技イベントの中で難易度が一番高い。以下のように、要求されるスキルも多い。
	辯論準備
	培養能力

	議題的情報收集
	閱讀能力、略讀能力

	優缺點的列舉
	邏輯上的、思考能力

	證據資料的收集
	搜尋能力、閱讀能力、略讀能力

	立論的製作
	書寫能力、翻譯能力

	籌劃準備
	演講能力、聽解能力、書寫能力

	練習、比賽練習、實際比賽
	團隊合作、演講能力、聽解能力、判斷能力、
筆記能力、思考能力


　現在、ディベートは、論理的思考をトレーニングできるとして注目されている。今日、語学教育で課題になっている21世紀スキルであるが、ディベートを日本語教育に取り入れることで、その効果を上げている。
ディベートは、肯定・否定ともに、自分たちの議論を提示する。その提示された議論を戦わせて、説得力を競い勝ち負けを判断するゲームである。他の日本語競技イベントと大きく違う点は、論理的思考がトレーニングできることである。論理的に考えるということは、因果関係を論証していくことである。つまり、主張と根拠（理由とデータ）を挙げていくことである。
まず、論理的に考える習慣を身につけるためのトレーニングをする。基本的には三角ロジックを理解し、作る練習をしている。
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　上の三角ロジックを理解したら、例を作ってみる。
　　　　　　　　　
（三画ロジックの例）
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（演繹法の例/根拠が主張のよりどころ）　（帰納法/データが主張のよりどころ）
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身近な事象で、三角ロジックを作って発表する。日本語力があっても、論理的に組み立てることが苦手な学生や、逆に、日本語力は足りないが、論理的に考えられる学生がいる。この練習をすることによって、日本語で論理的な発言ができるようになる。
大会論題が発表されたら、立論（最初の議論）を考え、論題を実行することによるメリット或いはデメリットを出す練習をする。
「たばこを禁止するべき、是か否か。」という論題例にする。論理的に考える上で重要なことは「主張」と「根拠」である。「根拠」には「理由」（理論的根拠）と「データ」（事実的根拠）がある。
まずは、現状を調査する。問題がある現状を解決するためのものがメリットである。
　
	現状：がん患者が増えている。
メリット（主張）：たばこを禁止するとがん患者が減る
理論的理由：なぜなら、たばこを吸わないと癌にならない
事実的理由：なぜなら、たばこには発がん性物質がある


　この例のように、「主張」と「根拠」をたくさん出す。
　次に、相手が言ったことを反駁するという練習方法に以下のようなフォーマットを使って練習している。
	「～と言いましたが、私はそのように思いません。なぜなら～だからです。」


	「たばこを禁止するとがん患者が減ると言いましたが、私はそのように思いません。なぜなら、がんの原因はたばこだけではないからです。


というように、まずは、相手が言ったことを理解し、要約し、そして、それについての、自分の知識で反駁する練習をする。日本語力だけではなく、知識が必要で、日ごろから、ニュースなどのトピックを提供し、日本語で討論しながら、練習をしている。
　論題が発表されたら、論題について、どのような背景があるのか、現状はどうなのか、リサーチをする。リサーチは日本語だけではなく、中国語、英語も少なくない。それらの文を翻訳している。賛成、反対の立場から、それぞれ、立論を作成する。
　例えば、論題に対して、導入賛成の立論をとる論を展開するためには、
	メリット（主張/問題解決）
現状分析（現状の問題点）
発生過程
重要性


　
以上のことを、議論し、立論を作成していく。
　ディベートは日本語力よりも、思考力を重視した活動なので、短期集中型の練習ではなく、年間を通して、トレーニングする必要がある。初心者には、習得した簡単な日本語で、体験できる工夫をしている。
　例えば、
	日曜日は海よりも山へ行きたいです。なぜなら海へ行く道路は、工事中で、迂回しなければならず、時間がかかるからです。


　
という、一見、ディベートとは遠い、練習でも、主張と根拠を意識した練習をすることは有用である。
毎週の読書会では、日本語、ディベートスキルの基礎知識のインプットを行っている。また、4月の全国大会に向けて、毎年、12月の週末を利用して「日本語道場」を開催して、スタディグループの卒業生を迎え、日本語ディベートの基礎講座を行い、大会ルールの半分の時間でミニディベートを体験している。また、2月には、日本語ディベートキャンプ（日本語ディベートで国際交流）を開催し、4月の全国大会の論題で日本人学生と一緒にトレーニングを行っている。大会が近づくと、他校の出場チームと交流試合を行ったり、日本とネットを使って、練習試合を行い、日本語ディベートスキルを高めている。
そして、8月にはスタディグループの代表が九州大学へ行き、5日間のディベート合宿を体験している。
　　



車を買い替える

今の車は古くてよく故障する
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